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第３回　全国女性技能者懇談会
令和６年２月16日（金）

於　万国橋会議センター 403号会議室

１．会長挨拶　全鉄筋会長　　　　岩田　正吾【Web】

２．来賓挨拶　一般財団法人建設業振興基金
　　経営基盤整備支援センター（女性定着促進）
　　　　　　　　久保　　萌　様・南條あかり　様
３．芝浦工業大学建築学部建築学科
　　　　　　　　髙田貴代香　様・金子　美菜　様
４．全国女性技能者懇談会
　　「つながろう女性鉄筋工の和」
　・参加者の日常業務について（立場と仕事内容など）
　・女性特有の苦労や問題点について
　・問題点に対する解決策は
５．懇談会総評　女性活躍推進WG　GL
　　　　　　　　　　　　　　　　宮本ゆり子
６．全国女性技能者懇親会
　　〔夕食を楽しみながらの懇親会〕

女性活躍推進WG
山口県鉄筋工業協同組合

宮本　ゆり子
グループリーダー

神奈川県鉄筋業協同組合

駒井　真里 様

東京都鉄筋業協同組合

齋藤　淑江 様

特別参加
一般財団法人建設業振興基金

久保　萌 様・南條　あかり 様

芝浦工業大学建築学部建築学科
髙田　貴代香 様・金子　美菜 様

女性技能者

茨城県鉄筋業協同組合
湯澤　奈々実 様

東京都鉄筋業協同組合
齋藤　絵理 様

協同組合東京都鉄筋工業組合
森　　美咲 様

関西鉄筋工業協同組合
中村　奈々 様

長野県鉄筋業協会
橋本　美樹 様

岡山県鉄筋協同組合
藤田　美幸 様

愛知鉄筋業協同組合
林　奈緒子 様

山口県鉄筋工業協同組合
角屋　里美 様

　

令
和
6
年
2
月
16
日
に
「
第
3
回　

全
国
女
性
技

能
者
懇
談
会
」
が
神
奈
川
県
横
浜
市
の
万
国
橋
会
議

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は

全
鉄
筋
女
性
活
躍
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
の
ほ
か
芝
浦
工
大
建
築
学
科
蟹
澤
ゼ
ミ
生
、
建

設
業
振
興
基
金
女
性
定
着
促
進
担
当
者
と
前
回
の
全

国
6
団
体
所
属
よ
り
2
団
体
増
え
8
名
の
女
性
技
能

者
が
参
加
し
、現
在
の
働
く
環
境
の
状
況
や
問
題
点
・

要
望
等
の
意
見
を
聞
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
問
題
と
な
っ
た
現
場
の
ト
イ
レ
問
題
で
は
、

ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
か
？

◦
地
方
は
ま
だ
ま
だ
改
善
の
進
捗
は
な
い

◦
首
都
圏
の
大
型
現
場
で
は
ほ
ぼ
改
善
さ
れ
て
お

り
音
姫
が
つ
い
て
い
る
な
ど
、
手
厚
い
環
境
に

な
っ
た

◦
女
子
専
用
ト
イ
レ
に
も
関
わ
ら
ず
男
子
が
勝
手
に

使
用
し
て
い
る

◦
男
女
兼
用
ト
イ
レ
で
は
男
性
使
用
後
の
清
掃
が

な
い

　

設
備
の
充
実
よ
り
快
適
に
使
用
す
る
こ
と
の
ほ
う

が
重
要
と
の
こ
と
か
ら
男
性
の
意
識
を
も
っ
と
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
意
見
と
な
り
ま
し

た
。

働
き
や
す
い
環
境
の
問
題
点
と
要
望
は
？

◦
ゼ
ネ
コ
ン
に
対
し
て
朝
礼
時
の
新
規
入
場
な
ど
の

無
駄
な
時
間
を
な
く
し
て
も
ら
い
た
い

◦
新
規
入
場
に
1
時
間
も
か
か
る
な
ら
事
前
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
欲
し
い

◦
子
供
を
保
育
所
に
預
け
て
現
場
に
遅
刻
す
る
時
も

情
報
共
有
し
て
あ
れ
ば
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
こ

と
な
く
出
社
で
き
る

◦
そ
の
現
場
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
タ
ッ

チ
す
る
と
現
場
情
報
が
入
っ
て
い
て
、
安
全
項
目
や

危
険
箇
所
を
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
な
ど
で
確
認
済
み
な

ど
が
で
き
た
ら
時
間
短
縮
に
な
る

　

子
育
て
中
の
マ
マ
職
人
に
と
っ
て
は
、
通
勤
時
間

と
保
育
所
や
託
児
所
の
時
間
の
両
立
が
問
題
と
な
っ

て
い
て
、
一
緒
に
仕
事
を
す
る
仲
間
と
の
協
力
と
理

解
が
と
て
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

担
い
手
確
保
の
問
題
点
と
し
て
職
人
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
中
で
外
国
人
の
技
能
実
習
生
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
女
性
技
能
工
に
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
が
も
っ
と
気
軽
に
建
設
業
界
に
入
職

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
労
働
環
境
の
改
善
や
提
供
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
女
性
が
建
設
現
場
で
安
心
し
て

働
け
る
よ
う
「
必
須
」
と
「
義
務
化
」
を
取
り
入
れ

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
よ
り
明
確
に
す
る
よ
う
に
国
土

交
通
省
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
行
政
機
関
を
通
し
て

ゼ
ネ
コ
ン
に
対
し
て
働
き
か
け
を
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
鉄
筋
工
事
自
体
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

出
前
講
座
に
も
女
性
が
積
極
的
に
参
画
し
、
父
兄

を
巻
き
込
ん
で
職
業
の
安
全
性
や
重
要
性
な
ど
を
説

明
し
て
い
く
こ
と
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
女
性
技
能
者
の

働
く
姿
を
発
信
す
る
こ
と
で
、「
女
性
で
も
で
き
る
」

「
か
っ
こ
い
い
」
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
大
切
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を

通
じ
て
、
鉄
筋
の
重
要

性
・
価
値
な
ど
、
こ
の

業
界
で
働
く
す
べ
て
の

人
が
、
な
お
一
層
誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
意
見
も
一
日

も
早
く
改
善
さ
れ
る
よ

う
に
、業
界
一
丸
と
な
っ

て
問
題
に
取
り
組
め
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

日刊建設工業新聞　2024年2月22日

出　席　者出　席　者

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。

Vol.
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2024年度 登録鉄筋基幹技能者講習 開催地
■認定講習

開催地 開催日 定員 開催会場
142 東京 2024/５/24～2024/５/26 80 産業貿易センター浜松町館
143 福岡 2024/９/13～2024/９/15 60 久留米リサーチパーク
144 東京 2024/９/20～2024/９/22 90 台東区民会館
145 香川 2024/９/27～2024/９/29 30 サンメッセ香川
146 沖縄 2024/10/17～2024/10/19 50 沖縄市産業交流センター
147 大阪 2024/11/２～2024/11/４ 90 エルおおさか
148 静岡 2024/12/12～2024/12/15 100 富士教育訓練センター

http://www.zentekkin.or.jp/
又はQRコードでアクセス

■更新講習
開催地 開催日 定員 開催会場

159 冨山 2024/4/6 60 富山県総合情報センター
160 福岡 2024/4/7 60 久留米リサーチパーク
161 東京 2024/4/14 86 産業貿易センター浜松町館
162 東京 2024/4/21 86 産業貿易センター浜松町館
163 岡山 2024/4/21 54 岡山商工会議所
164 岩手 2024/5/26 50 盛岡地域職業訓練センター
165 愛知 2024/6/2 100 中小企業振興会館
166 福岡 2024/6/16 60 久留米リサーチパーク
167 宮城 2024/6/23 70 エスポールみやぎ
168 東京 2024/8/25 90 台東区民会館
169 大阪 2024/9/15 70 エルおおさか
170 東京 2024/9/16 90 台東区民会館
171 神奈川 2024/10/6 85 神奈川県建設会館
172 埼玉 2024/10/20 50 ソニックシティー会議室
173 沖縄 2024/10/20 35 沖縄市産業交流センター
174 静岡 2025/2/9 100 富士教育訓練センター
175 福島 2025/3/1 72 郡山労働福祉会館

全鉄筋の主な年間行事

第32回全国鉄筋工事業協会 青年部 雇用改善全国連絡会議WHAT'S
UP ? 今回は、第32回全国鉄筋工事業協会 青年部 雇用改善全国連絡会議で発表された資料を紹介させていただきます。

各地区から選ばれた３社が自社で取り組む即効性の高い生産性の向上事例を紹介してくれました。

この取り組みは、現地での施工
量を減らしながら自主検査の時
間も短縮する事に成功した事例
を紹介してくれました。
現場での施工効率ばかりを考え
てしまいますが、視点を変えた
発想がとても新鮮でした！

この取り組みは、全国の皆さんが思っ
ている多分そうなるよね、でも実際試
したことないよねシリーズから正に目
から鱗ネタを提供してくれました。鱗
ネタだけではなく、サプライズネタが
隠されている今回の取り組みは今後の
企業の可能性をさらに広げてくれる内
容になっていました。Check it out！

この取り組みは、仮設にかける
費用を抑えるだけではなく管理
コストや施工性にもコミットし
た施工事例となっており会場の
みんなも盛り上がっていました。
最優秀賞を見事受賞した菅谷さ
んおめでとうございました！

ここで会員の皆様へ朗報で
す。今回ご紹介させていただ
いた資料が全鉄筋ポータルサ
イトから無料でダウンロード
ができます。
まずは、全鉄筋ホームページ
からその他/全鉄筋ポータル
サイトへアクセスし、会員専
用ポータルサイトでログイン
してください。
配信情報/お知らせに資料が
あります。

トップバッター　北信越代表　小寺さん NEXTバッター　協同組合東京鉄筋工業協会　新城さん

最後の発表　最優秀賞受賞　福岡県鉄筋事業協同組合　菅谷さん

■令和６年度第１回理事会（前年度報告承認）
2024年 ５月29日（水）14:00～ 会場：エッサム神田1号館ガーデンホール

■社員総会（前年度報告承認、次年度計画承認）
2024年 ６月14日（金）14:00～ 会場：ホテルインターコンチネンタル東京ベイ

■事務局会議（事業計画周知、事務局連携）〔開催団体：関西鉄筋工業協同組合〕
2024年 ７月12日（金）14:00～ 会場：関西鉄筋工業協同組合会議室

■第５回全国鉄筋技能大会（TETSU-1 GRAND PRIX）
2024年10月 ６日（日）９:00～ 会場：富士教育訓練センター

■青年部全国連絡会議〔開催団体：北海道鉄筋業協同組合〕
2024年10月25日（金）13:00～ 会場：モントレーエーデルホフ札幌

■令和６年度第２回理事会（職務執行状況報告）
2024年11月 ８日（金）13:00～ 会場：名古屋クラウンホテル
※理事会を秋季定例会と同日開催します

■秋季定例会（事業推進状況報告）［開催団体：愛知鉄筋業協同組合］
2024年11月 ８日（金）14:30～ 会場：名古屋クラウンホテル

■令和６年度第３回理事会（次年度計画承認、職務執行状況報告）
2025年 ３月19日（水）15:00～ 会場：リーガロイヤルホテル大阪

（2）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2024年（令和６）３月21日



令
和
5
年
度 

安
全
優
良
職
長

　
　
厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
式
典

千
葉
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

高
千
穂
鉄
筋
株
式
会
社

　
　
伊
東
　
英
昌
　
様

待
っ
た
な
し

待
っ
た
な
し

　

２
０
２
４
年
4
月
か
ら
、
残
業
時
間
の
規
制

が
始
ま
り
、
4
週
8
休
が
現
実
的
に
な
っ
て
き

ま
す
。
そ
し
て
我
々
の
働
く
環
境
が
、
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
が
実
働
登
録
さ
れ
る
の
も
、
4
月
か
ら
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
実
働
登
録
？
？
？
」
何
の
こ
と
か
わ
か
ら

な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
「
実
働
登

録
」
と
、「
専
門
工
事
業
の
見
え
る
化
評
価
」

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

ま
ず
実
働
登
録
と
は
、
現
場
で
の
建
レ
コ

（
就
労
履
歴
が
蓄
積
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
）
へ
の

タ
ッ
チ
、
も
し
く
は
顔
認
証
、
ま
た
は
ｉ
Ｐ
ｈ

ｏ
ｎ
ｅ
の
ア
プ
リ
で
の
読
み
込
み
の
み
で
就

労
履
歴
の
蓄
積
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。「
今
で
も
そ
う
」
な
の
で
す
が
、
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
で
は
基
本
的
に

段
階
（
レ
ベ
ル
1
か
ら
レ
ベ
ル
4
ま
で
）
ご
と

に
、
就
労
履
歴
と
保
有
資
格
に
よ
っ
て
判
定
が

な
さ
れ
る
の
は
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

今
ま
で
は
、
事
業
主
（
雇
用
主
）
が
「
み
な

し
証
明
」
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
験
年
数

の
証
明
を
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
「
み
な
し
」

が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

国
土
交
通
省
は
令
和
5
年
6
月
に
、
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
レ
ベ
ル

別
年
収
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
別
添
１

　

全
鉄
筋
で
も
、
レ
ベ
ル
別
最
低
年
収
の
目
安

を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
令
和
6
年
1
月
30
日
に
は
国
土
交
通
省
が

適
切
な
賃
金
の
行
渡
り
を
担
保
す
る
基
準
と
な

る
「
標
準
労
務
費
」
の
勧
告
に
向
け
た
調
査
内

容
別
添
２
で
は
、
公
共
設
計
労
務
単
価
に
歩

掛
を
乗
じ
た
単
位
施
工
当
た
り
の
金
額
の
算
定

を
行
う
こ
と
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
各
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
お
お
よ

そ
の
年
収
の
目
安
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

請
負
金
額
の
目
安
が
示
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

先
般
、
建
設
工
業
新
聞
の
記
事
で
関
東
地
区

の
「
標
準
的
な
価
格
」
が
掲
載
さ
れ
た
よ
う
で

す
が
、
本
来
国
土
交
通
省
で
は
「
最
低
年
収
」

×
「
標
準
歩
掛
」
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
「
標

準
価
格
」
に
直
接
通
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
根
幹
で
あ
る
べ
き
レ
ベ
ル
設
定
が
、
現

在
全
鉄
筋
会
員
に
お
い
て
も
お
お
よ
そ
75
パ
ー

セ
ン
ト
の
就
労
者
が
レ
ベ
ル
判
定
を
受
け
て
い

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
社
員
10
人
の
場
合
の
人
件
費
を
レ
ベ

ル
構
成
ご
と
に
試
算
す
る
と
、

　

A
社　

レ
ベ
ル
1
＝
9
人　

レ
ベ
ル
4
（
登

録
基
幹
技
能
者
）
＝
1
人
の
場
合

　

B
社　

レ
ベ
ル
1
＝
3
人　

レ
ベ
ル
2
＝
3

人　

レ
ベ
ル
3
＝
3
人　

レ
ベ
ル
4
＝
1
人

　

10
月
に
発
表
さ
れ
た
全
鉄
筋
の
レ
ベ
ル
別
最

低
年
収
別
添
３
を
参
考
に
人
件
費
を
試
算
し

た
場
合

　

A
社
は　

３
６
７
０
万
/
年

　

B
社
は　

４
５
８
２
万
/
年

と
な
り
、
B
社
の
人
件
費
は
圧
倒
的
に
高
く
な

り
ま
す
が
、
裏
返
せ
ば
、
上
記
の
と
お
り
歩
掛

を
掛
け
た
金
額
を
算
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
圧
倒
的
に
A
社
は
安
請
け
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
況
の
「
処
遇
改
善
」「
新
４
K
」
か
ら
は

逆
流
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
し
か
日
数
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
1
日
も
早
く
自
社
の
職
人
が

適
正
な
処
遇
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、そ
し
て「
あ

こ
が
れ
る
業
界
」
の
構
築
の
た
め
に
も
、
レ
ベ

ル
判
定
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
「
専
門
工
事
業
の
見
え

る
化
評
価
」
に
関
し
て
は
、国
土
交
通
省
が
「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
登
録
・
蓄
積

さ
れ
る
情
報
や
技
能
者
の
能
力
評
価
を
活
用
し

て
、
専
門
工
事
企
業
の
施
工
能
力
等
の
見
え
る

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

技
能
者
を
雇
用
・
育
成
す
る
専
門
工
事
企
業

が
自
社
の
施
工
能
力
等
を
発
信
し
、「
受
注
機

会
や
入
職
者
確
保
に
つ
な
げ
る
環
境
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
状
は
ま
だ
12
職
種
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
国
が
主
導
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

発
注
へ
の
活
用
・
影
響
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

一
般
的
な
企
業
情
報
に
よ
る
全
体
評
価
と

な
っ
て
お
り
、
業
種
横
断
的
な
評
価
シ
ス
テ
ム

で
す
の
で
鉄
筋
工
事
業
独
自
の
評
価
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
自
己
評
価
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
ず
は
登
録
す
る
こ
と
が
大
事

　

判
定
さ
れ
た
星
の
数
は
、
優
劣
を
つ
け
る
意

味
合
い
だ
け
で
な
く
、
自
社
に
足
り
な
い
部
分

も
あ
ぶ
り
だ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
適
正
雇
用
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
を
さ
れ
て
い

る
企
業
は
有
利
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
社
会
の

物
差
し
と
い
う
受
け
止
め
も
で
き
る
で
し
ょ

う
。

　

長
文
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
業
界
の
処

遇
改
善
、
意
識
向
上
の
た
め
そ
し
て
何
よ
り
、

現
場
で
汗
し
て
い
る
職
人
の
た
め
に
な
る
よ
う

に
、
対
応
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
企
業
評
価
事
業
委
員
会
〕

2024/01/30
国交省／「標準労務費」標準規格の調査開始、業務委託先を公募

【建設工業新聞１月30日　１面記事掲載】

国土交通省は、建設業での適切な労務費や賃金の行き渡りを担保
する基準となる「標準労務費」の勧告に向けた調査内容を固めた。
標準労務費は原則として公共工事設計労務単価に直轄工事で使用
する歩掛かりを乗じ、単位施工量当たりで明示することを想定。
歩掛かりには工種ごとに多くの規格（仕様・条件）があるため、
その中で頻出する1種～数種の標準的な規格を抽出する。調査・
分析業務を受託する民間事業者を選定する公募型プロポーザル手
続きを26日に開始した。

国交省によると建設工事には1000種類以上の工種があり、その
工種には多くの規格が存在する。今回の調査では、それらを▽労
務費割合が判明している工種（施工パッケージなど）▽労務費割
合が分からない工種（市場単価など）▽歩掛かりが存在しない工
種（国直轄工事で発注しない住宅など）－の３パターンに分け、
それぞれ標準的な工種や規格・仕様の検討に当たる。

労務費割合が判明している工種は、過去の直轄工事の工事費内訳
から規格ごとの使用頻度や相関関係を調査・分析する。調査対象
工事は約３万件を想定。市場単価の適用工種や直轄工事で発注し
ない工種は、業界団体などに働き掛け工事データを入手するなど
して必要なデータを収集する。

関連する動きとして政府は26日開会の通常国会に建設業法と公
共工事入札契約適正化法（入契法）の一括改正案を提出する方向。
法改正後にも中央建設業審議会（中建審）の下に標準労務費の勧
告に向け幅広く関係者の合意を得るためのワーキンググループ
（WG）を設置する。調査・分析結果を検討材料にWGで複数規
格の標準的な規格へのまとめ方、歩掛かりの存在しない工種の標
準労務費の算出方法などを検討する見通しだ。

職種 レベル4
（登録基幹技能者）

レベル３
（職⻑）

レベル２
（一人前）

レベル１
（見習い） 団体

基礎ぐい 620万円 576万円 403万円 356万円 全国基礎工事業団体連合会

コンクリート圧送 630万円 570万円 435万円 325万円 全国コンクリート圧送事業団体連合会

内装仕上げ 840万円 700万円 560万円 350万円
全国建設室内工事業協会
日本建設インテリア事業協同組合
日本室内装飾事業協同組合連合会

鉄筋 700万円 545万円 419万円 330万円 全国鉄筋工事業協会

とび 800万円 600万円 480万円 360万円 日本建設躯体工事業団体連合会

型枠 621万円 565万円 396万円 283万円 日本型枠工事業協会

左官 627万円 555万円 373万円 278万円 日本左官業組合連合会

切断穿孔 700万円 590万円 480万円 350万円 ダイヤモンド工事業協同組合

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

別添1

別添2

別
添
3

専門工事業の
見える化評価

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2024年（令和６）３月21日



福
島
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

福
島
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

組組
合合
紹紹
介介

　

福
島
県
は
北
海
道
、
岩
手
県
に
次
い
で
三

番
目
に
大
き
い
面
積
を
持
っ
た
県
で
す
。

　

さ
ら
に
、
福
島
県
は
三
地
区
に
分
か
れ
て

お
り
ま
す
。

　

太
平
洋
側
に
面
し
た
浜
通
り
地
区
、
東
北

新
幹
線
に
沿
っ
た
白
河
市
、
郡
山
市
、
福
島

市
を
中
心
と
し
た
中
通
り
地
区
、
そ
し
て
、

会
津
地
区
で
す
。
浜
通
り
に
は
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
で
有
名
な
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

が
あ
り
、
東
北
の
湘
南
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、国
宝
の
白
水
阿
弥
陀
堂
も
あ
り
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
郡
山
市

は
、楽
都
と
も
呼
ば
れ
、各
種
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。
会

津
に
お
い
て
は
、
猪
苗
代
湖
を
眼
下
に
会
津

磐
梯
山
が
そ
び
え
た
っ
て
お
り
ま
す
。さ
て
、

当
組
合
は
昨
年
十
月
に
創
立
六
十
年
を
迎

え
、
組
合
員
、
賛
助
会
員
を
は
じ
め
近
隣
の

鉄
筋
業
組
合
員
の
出
席
を
賜
り
、
盛
大
に
記

念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
当
組
合
に
携
わ
っ
て
下

さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
次
の
周
年
事
業
が
行
わ
れ
る
よ

編
集
後
記

　

本
年
早
々
、
能
登
半
島
に
お
い
て
発
生

い
た
し
ま
し
た
大
地
震
に
よ
り
、
北
陸
各

地
で
は
甚
大
な
被
害
を
被
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
残
念
に
も
、
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
方
々
に
は
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
と
共
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
多
く

の
皆
様
に
は
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

今
年
3
月
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年

と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
の
建
設
業
を
は
じ

め
と
す
る
懸
命
な
復
旧
、
復
興
活
動
に
よ

り
震
災
前
の
姿
を
取
り
戻
し
た
感
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
起
こ

し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
、
廃
炉

に
向
け
た
道
筋
が
見
え
ず
、
処
理
水
の
海

洋
放
出
問
題
を
は
じ
め
避
難
住
民
の
帰
還

な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
で
、
い

ま
だ
復
興
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
直
後
、
停
電
し
水
道
や

ガ
ス
が
途
絶
え
た
中
で
、
長
蛇
の
列
を
つ

く
り
食
料
や
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
を
買
い
求

め
た
当
時
を
皆
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。
時
間
の
経
過
と
共
に
記

憶
は
薄
れ
が
ち
と
な
り
ま
す
が
、
近
年
は

毎
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
化
、
激
甚
化
し

て
お
り
ま
す
。
経
験
、
教
訓
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
改
め
て
当
時
の
対
応
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
防
災
訓
練
の
実
施
や

緊
急
連
絡
網
の
構
築
等
、
備
え
を
充
実
し

て
、
今
後
の
防
災
に
い
か
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岑　

直
樹

トピックス

労務費の適切な転嫁のための労務費の適切な転嫁のための
価格交渉に関する指針価格交渉に関する指針
https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2023/nov/231129_roumuhitenka.html

労務費の転嫁を進めるための基本的な考え方
　特別調査の結果を踏まえると、事業者は、多くの場合、発注者の
方が取引上の立場が強く、受注者からはコストの中でも労務費は特
に価格転嫁を言い出しにくい状況にあることを明確に認識した上
で、次に掲げる行動を採ることが重要である。

⑴発注者として、経営トップが関与すること、発注者から協議の場を設
けること、説明や根拠資料を求める場合には公表資料に基づくもの
とすること、直接の取引先である受注者がその先の取引先との取引
価格を適正化すべき立場にいることを常に意識して、そのことを受注
者からの要請額の妥当性の判断に反映させること、受注者から労務
費の上昇を理由とした価格転嫁を求められたら協議のテーブルにつく
こと、労務費の転嫁を求められたことを理由として、取引を停止する
など不利益な取扱いをしないこと、必要に応じ労務費上昇分の価格
転嫁に係る考え方を提案すること（第２の１関係）。
⑵受注者として、国・地方公共団体、中小企業の支援機関などに相談
するなどして積極的に情報を収集して交渉に臨むこと、根拠資料とし
ては公表資料を用いること、本指針に記載の事例を参考に適切なタ
イミングで自ら発注者に価格転嫁を求めること（第２の２関係）。
⑶発注者・受注者共通の取組として、定期的に発注者と受注者がコミュ
ニケーションをとる機会を設けること、価格交渉の記録を作成して発
注者と受注者の双方が保管すること（第２の３関係）。

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
指
導
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
組
合
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
へ
の
出
前
講

座
や
、
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
な
ど

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
工
業
高

校
で
の
三
級
の
実
技
指
導
な
ど
も
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
当
組
合
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
在

抱
え
て
い
る
問
題
は
、
人
手
不
足
と
若
年
層

の
成
り
手
の
少
な
さ
に
加
え
、
働
き
手
の
高

齢
化
問
題
で
す
。
さ
ら
に
、
働
き
方
改
革
に

伴
う
上
限
規
制
の
問
題
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

4
週
8
閉
所
、
残
業
時
間
の
問
題
、
賃
金
格

差
の
是
正
等
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
事
業
の
存
続
さ
え
危

ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解

決
す
る
に
は
、
組
合
員
同
士
の
さ
ら
な
る
団

結
と
協
力
体
制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
全
鉄
筋
の
岩
田
会
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
全
国
の
会
員

事
業
所
の
皆
様
の
お
知
恵
を
お
借
り
し
な
が

ら
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

今
後
と
も
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

編
集
委
員

委
員
長

　

岑　
　

直
樹（
宮　

城
）

副
委
員
長

　

宮
本
ゆ
り
子（
山　

口
）

　

木
浪　

裕
子（
北
海
道
）

　

皆
川　

則
子（
北
海
道
）

　

松
本　
　

茂（
東
鉄
協
） 　

斎
藤　

淑
江（
東
鉄
協
）

　

工
藤　

桂
一（
神
奈
川
）

　

駒
井　

真
里（
神
奈
川
）

　

松
本　
　

勝（
静　

岡
）

　

田
浦　

真
一（
関　

西
）

　

南
里　

未
都（
関　

西
）

　

赤
澤　

栄
徳（
香　

川
）

（4）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2024年（令和６）３月21日


